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消
防
庁
舎（
局
・
中
央
消
防
署
）が
完
成

鯨
瀬
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
が
完
成

佐
世
保
港
開
港
百
周
年
記
念
事
業「
さ
せ

ぼ
ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
１
０
０
」を
開
催

西
九
州
自
動
車
道
に
お
い
て
前
年
の
波
佐

見
有
田
Ｉ
Ｃ
～
佐
世
保
大
塔
Ｉ
Ｃ
間
に
続

き
武
雄
南
Ｉ
Ｃ
～
波
佐
見
有
田
Ｉ
Ｃ
間
が

開
通

佐
世
保
・
長
崎
間
の
快
速
列
車
を「
シ
ー

サ
イ
ド
ラ
イ
ナ
ー
」と
い
う
愛
称
に
決
定

市
立
総
合
病
院（
当
時
）が
平
瀬
町
に
移

転
開
院

四
ケ
町
ア
ー
ケ
ー
ド
改
装
工
事
が
完
成

（
写
真
は
工
事
中
の
も
の
）

県
立
武
道
館
が
オ
ー
プ
ン

三
ケ
町
ア
ー
ケ
ー
ド
改
装
工
事
が
完
成

県
立
国
際
経
済
大
学
が「
長
崎
県
立
大

学
」に
校
名
変
更

大
分
県
九
重
町
と
姉
妹
都
市
を
締
結

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
が
オ
ー
プ
ン

さ
せ
ぼ
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
が
オ
ー
プ
ン

さ
せ
ぼ
・
ふ
る
さ
と
夢
大
学
が
開
校

烏
帽
子
岳
高
原
リ
ゾ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
の

里
が
オ
ー
プ
ン

佐
世
保
独こ
ま楽

が
県
伝
統
的
工
芸
品
に
指

定市
立
図
書
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

西
海
パ
ー
ル
シ
ー
リ
ゾ
ー
ト（
当
時
）が

オ
ー
プ
ン

異
常
渇
水
発
生
に
伴
う
給
水
制
限
を
実

施（
写
真
は
下
の
原
ダ
ム
の
様
子
）

給
水
制
限
を
９
カ
月
ぶ
り
に
解
除（
制
限

期
間
は
２
６
４
日
間
に
及
ぶ
）

泉
福
寺
洞
窟
出
土
品
の
豆
粒
文
土
器
な

ど
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

う
つ
わ
歴
史
館
が
オ
ー
プ
ン

三
川
内
焼
伝
統
産
業
会
館
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン

世
界
炎
博
覧
会
が
開
催

市
総
合
防
災
訓
練
を
初
開
催

第
１
回
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
催

海
上
自
衛
隊
佐
世
保
史
料
館（
セ
イ
ル
タ

ワ
ー
）が
オ
ー
プ
ン

白
浜
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
が
完
成

新
水
産
市
場
が
開
場

ジ
ャ
ス
コ
シ
テ
ィ
大
塔（
当
時
）が
開
業

平
成
元
年

平
成
２
年

平
成
３
年

平
成
４
年

平
成
５
年

平
成
６
年

平
成
７
年

平
成
８
年

平
成
９
年

本
年
４
月
30
日
に「
平
成
」が
幕
を
閉
じ
、
５
月
１
日
か
ら
新
た
な
元
号
に
変
わ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
の
30
年
は
ど
ん
な
時
代
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
本
市
に
お
い
て
は
、
西
九
州
自
動
車
道
の

開
通
や
西
海
パ
ー
ル
シ
ー
リ
ゾ
ー
ト（
当
時
）・
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
の
オ
ー
プ
ン
を
は
じ
め
、
佐
世
保
駅
周
辺
再

開
発
事
業
、
平
成
の
大
合
併
、
鎮
守
府
と
三
川
内
焼
の
日
本
遺
産
認
定
、
黒
島
の
集
落
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
、

16
万
ト
ン
級
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
、
ま
さ
に
激
動
の
時
代
だ
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
こ
の「
佐
世
保
の
平
成
」を
広
報
写
真
を
使
っ
て
振
り
返
り
ま
す
。
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人口の推移（佐世保市）

平成 2 年 244,677 人

244,909 人

240,838 人

248,041 人

261,101 人

255,439 人

平成 7 年

平成 12 年

平成 17 年

平成 22 年

平成 27 年

※国勢調査確報値（市町合併以前は合併町
の数値を含んでいません）。

特
集  

広
報
写
真
で
振
り
返
る
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平
成
９
年

平
成
10
年

平
成
11
年

平
成
12
年

平
成
13
年

平
成
14
年

平
成
15
年

平
成
16
年

平
成
17
年

平
成
18
年

平
成
19
年

平
成
20
年

市
民
文
化
ホ
ー
ル（
旧
佐
世
保
鎮
守
府
凱

旋
記
念
館
）が
国
の
登
録
文
化
財
に
指
定

子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

西
九
州
自
動
車
道
佐
世
保
大
塔
Ｉ
Ｃ
～

佐
世
保
み
な
と
Ｉ
Ｃ
開
通
を
記
念
し
て

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催

黒
島
天
主
堂
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定お
く
ん
ち
に
ダ
ン
ス
バ
ト
ル
６
チ
ー
ム

が
参
加（
第
１
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
さ
せ

ぼ
祭
り
）

西
海
パ
ー
ル
ラ
イ
ン
が
開
通

Ｊ
Ｒ
特
急
シ
ー
ボ
ル
ト
号（
佐
世
保
～
長

崎
間
）が
運
行
開
始（
２
０
０
３
年
ま
で
）

９
月
19
日
を
九
十
九
島
の
日
に
制
定

日
蘭
交
流
４
０
０
周
年

長
崎
国
際
大
学
が
開
学

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
完
成

ア
ル
カ
ス
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
が
オ
ー
プ
ン

佐
世
保
市
が
特
例
市
へ

新
し
い
Ｊ
Ｒ
佐
世
保
駅
が
開
業（
写
真
上

は
工
事
前
、
下
は
現
在
の
景
観
）

市
制
施
行
百
周
年（
写
真
は
百
周
年
を
記

念
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
）

市
の
花
に「
カ
ノ
コ
ユ
リ
」を
制
定

西
海
パ
ー
ル
シ
ー
リ
ゾ
ー
ト（
当
時
）に

遊
覧
船「
パ
ー
ル
ク
ィ
ー
ン
」が
就
航

第
22
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
を

開
催（
写
真
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
・
長
崎

ゆ
め
総
体
を
開
催

新
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
オ
ー
プ
ン

10
校
の
モ
デ
ル
小
・
中
学
校
で
２
学
期

制
を
試
行

佐
世
保
バ
ー
ガ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
催
。
佐
世
保
バ
ー
ガ
ー
ボ
ー
イ
が
誕

生本
市
初
の
市
民
栄
誉
賞
を
城
島
健
司
氏

が
受
賞

吉
井
町
・
世
知
原
町
と
合
併

さ
せ
ぼ
市
民
活
動
交
流
プ
ラ
ザ
が
オ
ー

プ
ン

第
１
回
さ
せ
ぼ
シ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催

宇
久
町
・
小
佐
々
町
と
合
併

全
て
の
小
・
中
学
校
で
２
学
期
制
度
開

始（
宇
久
・
小
佐
々
は
次
年
度
か
ら
）

井
上
博
明
氏
が
市
民
栄
誉
賞
を
受
賞

長
野
県
軽
井
沢
町
で
保
護
さ
れ
た
ツ
キ

ノ
ワ
グ
マ
２
頭（
元げ
ん
き気

、
美み
み海

）を
市
亜

熱
帯
動
植
物
園（
当
時
）で
飼
育
開
始

市
水
道
給
水
開
始
百
周
年

公
共
施
設
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
を

開
始
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観光客数の推移（佐世保市）

平成元年 242.4 万人

548.3 万人

558.6 万人

463.0 万人

375.7 万人

538.8 万人

588.6 万人

平成 5 年

平成 10 年

平成 15 年

平成 20 年

平成 25 年

平成 29 年

※佐世保市観光統計（市町合併以前は合併
町の数値を含んでいません）。
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平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年

平
成
28
年

平
成
29
年

平
成
30
年

願
掛
け
牛
が
年
賀
郵
便
切
手
の
絵
柄
に

山
暖
簾
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

下
村
脩
博
士
を
名
誉
市
民
と
し
て
顕
彰

九
十
九
島
水
族
館「
海
き
ら
ら
」が
オ
ー

プ
ン

第
45
回
献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
を
開

催（
写
真
は
皇
太
子
さ
ま
）

市
が
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
の
再
生
支
援
を

決
定

西
九
州
自
動
車
道
佐
世
保
み
な
と
Ｉ
Ｃ

～
相
浦
中
里
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通

江
迎
町
・
鹿
町
町
と
合
併

市
亜
熱
帯
動
植
物
園（
当
時
）で
ツ
シ
マ

ヤ
マ
ネ
コ
の
飼
育
を
開
始

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

ド
ッ
グ
ラ
ン
え
ぼ
し
が
オ
ー
プ
ン

合
併
前
の
佐
世
保
市
域
で
防
災
行
政
無

線
の
運
用
が
始
ま
る

徳
育
推
進
の
ま
ち
づ
く
り
を
宣
言

早
川
漣れ
ん
氏
が
市
民
栄
誉
賞
を
受
賞（
写
真

は
ロ
ン
ド
ン
五
輪
出
場
時
の
早
川
選
手
、

Ａ
Ｆ
Ｐ
時
事
）

和
牛
の
祭
典
ｉ
ｎ
な
が
さ
き
が
開
催

第
37
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

「
長
崎
し
お
か
ぜ
総
文
祭
」を
開
催

市
立
中
学
校
の
完
全
給
食
化
を
実
施

原
付
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交

付
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ぼ
五
番
街
が
オ
ー
プ
ン

九
十
九
島
動
植
物
園「
新
ペ
ン
ギ
ン
館
」

が
オ
ー
プ
ン

市
営
工
業
団
地「
ウ
エ
ス
ト
テ
ク
ノ
佐
世

保
」が
分
譲
開
始

佐
世
保
港
に
初
め
て
の
外
国
ク
ル
ー
ズ

客
船
が
寄
港

第
69
回
国
民
体
育
大
会「
長
崎
が
ん
ば
ら

ん
ば
国
体
」を
開
催

九
十
九
島
パ
ー
ル
シ
ー
リ
ゾ
ー
ト
に
海

賊
遊
覧
船「
み
ら
い
」が
就
航

佐
世
保
港
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
オ
ー
プ
ン

西
海
国
立
公
園
指
定
60
周
年
記
念
式
典

を
開
催

Ｊ
Ｒ
九
州「
或
る
列
車
」が
運
行
を
開
始

佐
世
保
市
が
中
核
市
へ

鎮
守
府
と
三
川
内
焼
の
ス
ト
ー
リ
ー
が

日
本
遺
産
に
認
定

福
祉
医
療
費
の
対
象
を
乳
幼
児
か
ら
中
学

生
ま
で
に
拡
大

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎
を
開
催

佐
世
保
港
が
国
際
ク
ル
ー
ズ
の
拠
点
港

に
選
定

全
国
お
茶
ま
つ
り
長
崎
大
会
を
開
催

映
画「
坂
道
の
ア
ポ
ロ
ン
」が
公
開

陸
上
自
衛
隊
相
浦
駐
屯
地
に
水
陸
機
動

団
が
新
編

九
十
九
島
が「
世
界
で
最
も
美
し
い
湾
ク

ラ
ブ
」に
加
盟
認
定（
写
真
は
フ
ラ
ン
ス

の
総
会
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
朝
長
市
長
）

「
黒
島
の
集
落
」を
含
む「
長
崎
と
天
草
地

方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」が
世

界
文
化
遺
産
に
登
録

佐
世
保
港
に
初
め
て
の
16
万
ト
ン
級
ク

ル
ー
ズ
客
船
が
寄
港
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